指導のポイント
指導のポイント　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
・世界遺産であるウルルについての詳細と白人による開発の歴史について理解する。
・ウルル周辺に住み続けてきたアナング族のウルルに対する認識を理解する。
・ウルルの別名「エアーズロック」がどのような経緯でつけられたのかを理解する。
・ウルルの観光地化，保護化の変遷を理解することで，開発と保護の両立，の意義を理解する。
・アナング族は観光客に何を望んでいるのか，その希望は尊重されているのかを読み取る。
・観光地の開発には地元の民族との問題が起こりうることを理解する。
・depend on ～「～による」take ～ out of …「…から～を外す」make an impact on ～「～に影響を与える」などを理解させる。
・時系列に出来事を追っていくスタイルの英文に慣れる，また時間の経過にともない数値などが変化するfrom ～ to …などの表現も習得させる。
・as a result「結果として」 やin fact「実際には」などの論理マーカーを押さえることで論理の流れをしっかり押さえていく。
	1時間目
	パラグラフ１～４（p.34）

	指導のポイント
	・amazing，massなどのボキャブラリーをしっかり理解させる。
・ウルルの概要を理解させる。
・ウルル周辺の土着民族アナング族の存在があり，白人のウルルへの登頂後1920年にアボリジニ保護区とされるまでの流れをしっかりと理解させる。
・～ long，～ wideなど長さや大きさを表す表現に慣れさせ。
・not ～ but … などのディスコースマーカーを理解し，論理展開に注意して，読解を進めさせる。

	主な言語材料
	・be known as ～
・more than ～
・depend on ～
・at least

	2時間目
	Comprehension, One More Step, Skill Check （p.35）

	指導のポイント
	・１時間目の学習内容を問題の形で主題，文法，詳細などを理解できているか確認させる。
・音声教材を使用することで「聞く力」と「聞いて理解する力」についても確認させる。
・not ～ but … などのディスコースマーカーの抽出をさせる。

	3時間目
	パラグラフ ５～７ （p.36）

	指導のポイント
	・make an impact on ～，World Heritage site などのボキャブラリーをしっかり理解させる。
・ウルルがいかにして観光地化され，また保護されたかを読み取らせる。
・during ,as a result，sinceなどのディスコースマーカーの抽出，重要な多義語の定着確認も行わせる。

	主な言語材料
	・take ～ out of …
・as a result
・the number of ～
・make an impact on ～
・It is ～ to do

・away from ～
・climb to the top
・Would you?

	4時間目
	Comprehension, One More Step, Skill Check （p.37）

	指導のポイント
	・3時間目の学習内容を問題の形で主題，文法，詳細などを理解できているか確認させる。
・音声教材を使用することで「聞く力」と「聞いて理解する力」についても確認させる。
・本文中にある数字を理解できているか，言い換えなどを指示語などから探し出せるか，などを確認させる。
・時間を表すディスコースマーカー（duringなど）が理解できているかを確認させる。

	主な言語材料
	・be made on ～
・begin to do

	5時間目
	Review （p.38）

	指導のポイント
	・本文の主題を問う問題のなかで，本文の内容理解にとどまらず，主題を押さえて読む力をつけさせる。
・本文の内容を表形式で表し，また空欄を埋めることで，本文内容の再確認と要約問題に慣れさせる。
・空所を埋めながら，本文内容の再確認と要約問題に慣れさせる。

	主な言語材料
	・for many centuries

	6時間目
	Grammar and Exercises （p.39）

	指導のポイント
	・depends on～「～による」，at least「少なくとも」，It is ～ to doなどの本文中の重要文法の定着度を空欄補充により確認させる。
・本文中の新出単語の意味を確認し，定着へとつなげさせる。

	主な言語材料
	・various factors
・It take you ～ minutes to …

	7時間目
	Activity （p.119）

	指導のポイント
	・英語にて観光地と自然保護に関する問題が与えられ，自ら主張を組み立てていく能力を身につけさせる。
・観光業者，土着民族，政府と異なる３者の役割を担当しディベートを行いつつ，ウルルに関する解決策を見出していく。自らが与えられた役の立場になって考え，議論をすすめていくことを学習させる。


